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	　 １　育児・介護休業法の改正と施行
	　 ２ 令和７年４月施行について
	　 　 (1) 　子の看護休暇の見直し
	　 　 (2)  　所定外労働の制限の対象拡大
	　 　 育児・介護休業法の定めにより，労働基準法上，労働時間の延長ができる場合においても，対象の労働者から請求があった場合，原則事業主は当該労働者に所定外労働を行わせることができませんが，請求可能となる労働者
	　 　 (3) 　育児のためのテレワーク導入の努力義務化
	　 　 (4) 　育児短時間勤務の代替措置
	　 　 (5) 　育児休業取得状況公表義務の対象企業拡大　現行の育児・介護休業法では，従業員が１０００人を超える企業に対し，男性労働者の育児休業等の取得状況を年１回公表することが義務付けられていますが，これが

	　 ３　令和７年１０月施行について
	　 　 (1)　　柔軟な働き方を実現するための措置の義務　付け
	　 　 (2)　　仕事と育児の両立に関する個別の意向聴取・配慮の義務化

	　 ４ おわりに


